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Ұൠࣾஂ法ਓ日本建設機械ࢪ工ڠձ主࠵による「ฏ
 25 度　建設ࢪ工と建設機械シンポジウϜ」が，
ฏ 25  11 ݄ 13 日（ਫ），14 日（）の 2 日間に
Θたり，東京都ߓ区機械ৼڵձؗにおいて։࠵されま
した。

このシンポジウϜは，ʠ建設機械とࢪ工法ʡにؔす
るٕज़の向上を目的に，ٕज़։発，ڀݚՌの発表の
場としてত 50 より։࠵しています。また，ֶ࢈
の場にもなっていまܞるいはҟ業種間の交流連͋
す。

ICT」，「ڵ෮・چ෮，ࡂ，ࡂ」回もྫと同༷にࠓ
のར׆用」，「品質確保とコストॖ減」，「環境保全・ল
エネルΪーରࡦ」，「安全ରࡦ」，「ҡ࣋・管理・ิम」
の 6 にͭいて発表จをくื集しました。

จが 51 ฤ，ポスターセッションは 11 ฤと特に
จはࡢを 10 ฤも上回る応ืが͋り，6 にけ
てจ発表をߦいました。2 ձ場でจが発表されま
したが，ଟ数のࢀ加ऀによって心な発表と質ٙ応
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優秀論文賞 3 編・論文賞 2 編・ 
優秀ポスター賞 3 編を表彰

がߦΘれました。
จは 1 正ݫҕһձによりߦとして事લに実ߟબ࣍

にࠪಡ・৹ࠪされ，日の発表内容の 2 ，৹ࠪの݁Ռ࣍
3 ฤの優लจ，2 ฤのจ，また 3 ฤの優लポ
スターがत༩されました。

◆優秀論文賞◆
（1）  新幹線直上に高架橋架設を行う機械装置の開

発（東北縦貫線工事の実績）
˓݀Ҫल，Ӭ田හळ，伸（ࣛౡ建設㈱）
・៛ີにܭ画された用意周౸な工事で͋ること，ま

たݫしいࢪ工環境における大規なՍ設工で͋ったに
もؔΘらͣ安全にࢪ工をߦった݁Ռを CG 画໘による
作業ϑローやݱ場ࣸਅをଟく使用し，ղりやすい発表
ͩったことがධ価されました。

（2）  緊急小型車両の通行を想定した新しい緊急橋
の実験的研究

˓  近༤ر  ༗ඌҰ（ౡ大ֶ大ֶӃ），খल
Ұ（ࢪ工ٕज़૯合ڀݚॴ），中沢正ར（東ֶӃ
大ֶ）

これまでにないߏମのڮྊで，ٸۓ用としての使
用に特Խしたڮの可能性を示しており，実用Խへはଟ
くの՝が͋りそうͩが，ࠓ後のਐలが期されるこ
と，また目的とޮՌに向けたڀݚ取がよくઆ明され
ていたことがධ価されました。
（3）  分級と改良を用いたゴミ混じり津波堆積土砂

の再資源化に関する試験施工
˓  ઘ৴（東ѥ建設工業㈱），高߂ڮ（東大ֶ大

ֶӃ），ࣲ田૱（㈱環境ٕज़ڀݚॴ）
試ࢪݧ工ஈ֊では͋るが，༗用性・度の高い発

表とߟえられ，発表もϑローਤにࣸਅをオーバーラッ
プしたプレθンテーションでղりやすいઆ明で͋った
ことがධ価されました。
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◆論文賞◆
（1）造粒技術による災害廃棄物の復興資源化
˓  大༑৴ӻ，ਢʑ田Յ（ਗ਼ਫ建設㈱），使Տݪ

ଇ（ܙڵ業㈱）
45 万 U の実もさることながら，品質໘等数値的

なཪ付けもしっかりなされており，度が高い。ٕ
ज़内容もڵຯਂく，ࡂ෮ڵにඇ常に༗用なٕज़で͋
る点がධ価されました。
（2）  アスファルトプラントにおける固形燃料燃焼

システムの開発
相田ঘ（㈱，（日工㈱）࣏٢݈，࢘ਅࡗ  ˓ NI11O）
ੴ油替燃料の取で͋り，CO2 の減のみならͣ，

ࡂഇغでのڀݚはධ価に値すること。また，発表
自ମもղりやすいઆ明で߲目͝とのઆ明が整理されて
いる点がධ価されました。

◆優秀ポスター賞◆
回のポスターセッションは各ࣾともٕज़的にඇ常ࠓ

に工夫をڽらした製品にؔするポスター発表がଟくݟ
डけられ，৹ࠪҕһが新規性，༗用性，度にͭい
てධ価し，以下の発表がબれました。
（1）  WCS工法 加水制御を用いた自走式土質改良機

による砂防ソイルセメント（INSEM材）の製
造技術工法

˓හਉ  ยԬኍࢤ  ᖛࢁ༞࢘（ۄੴ重機㈱）

（2）建設現場における機械施工の効率化の提案
ᴷ低コストでݱ場のࢪ工ٕज़をֵ新する機械式マシ

ンガイダンス（法໘整形ฤ）
೭（㈱カナϞト）ٱݪ˓ ಙ（㈱オービット）ٱ
（3）  道路，法面，河川敷の竹やぶ，雑草や雑木の

粉砕及び回収装置のご紹介
ᴷϒッシュチョッパーˍアースシΣーバー
˓相良༤（ඌレントオール㈱）

◆平成 23年度研究開発助成対象成果報告
1．  複雑作業への適用を目的とした無人化施工にお
ける車載・環境カメラの可動性効果の検証とそ
の半自動コントロール手法に関する基礎的研究

亀Ҹܒ（ૣҴ田大ֶ理工ֶज़Ӄ૯合ڀݚॴࢣߨ）
2．  フィードバック変調器による油圧駆動型建設機
械の精密位置決めの容易化

ԣখ࿏ହٛ（ਆށ大ֶ大ֶӃ工ֶڀݚՊڭत）
3．  動電式加振器のコンクリート構造物地震時損傷
評価への応用

ླ基ߦ（東大ֶ大ֶӃ工ֶڀݚՊڭत）
4．  回転表面波機構を用いた防塵防水型レスキュー
ロボットの開発

（तڭ東京工業大ֶ名༪）ໜஉ

◆特別講演
ԋɿ
  道路橋の維持管理　─長寿命化の推進でわかってき
たこと─
ࢯྊ調ࠪձ　ઐ理事　ኍڮ（ࡒҰ）ɿࢣߨ
ಓ࿏ڮのҡ࣋管理にͭいて，ࢯのこれまでのܦ

に୭にでも出来る簡易な点検方法のհやそのݩをݧ
ར׆用にؔする内容，また，ڮྊのଛইをਓ間のҩྍ
にྫえながら，ڮྊの༧保全のඞཁ性とण໋Խ（
にͭいてのৄしいઆ明をいた（ྍ࣏終）とԆ໋（࣏
ͩきඇ常にかりやすいٛߨ内容でした。

◆パネルディスカッション
  これからの情報Խࢪ工　ᴷࣾձインϑラマネジメン
トの始まりᴷ
˓コーディネーター
　໋ཱؗ大ֶ理工ֶ部ڭत　建ࢁ༝ࢯ
˓パネリスト
　  国交௨ল૯合ڞެہࡦ事業企画調整՝ࢪ工安

全企画ࣨࣨ　ࢯ٢ًݟؠ
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　  ڀݚॴٕज़ਪਐ本部先端ٕज़チーϜ主ݚ
ࢯਸ　ޱࢁ　һڀ

　コマπ։発本部業部　ܴխࢯߦ
　  ㈱大ྛٕज़本部ٕज़ڀݚॴੜٕ࢈ज़ڀݚ部主੮

ࢯ߂　ݹ　ࢣٕ
パネリストとして，建設機械メーカー，建設業，ݚ

の各表としてߦ，機ؔڀ 4 加していたͩきࢀにࢯ
ました。

建設をイメージすると 20 先には間ҧいなく情報
Խࢪ工や CIM 等実ݱしているとߟえられますが，ক
来の情報Խࢪ工へのීٴ・ଅਐをਤるためにこれから
Կをなすきか，また，ւ外の事ྫをߟࢀに日本の発
とւ外の発事ྫなどからߟえられる情報Խࢪ工の
取の相ҧなどにͭいて్中ௌऀߨの表意ݟもはさ
みながら約 80 のඇ常に׆発な౼ٞ・ٞや具ମ的
なアプローチがなされました。

ࡢ回のシンポジウϜは，特にจ発表が況でࠓ
度にൺ約 10 ݅ଟい 51 จの発表がなされ，ࡢ度
より時間をԆしての։࠵となりました。なお，1 日
のೖ場ऀ数は 280 名でした。

業ଟの中をจやポスターを作し，発表いた
ͩきましたօ༷，։࠵に͋たり৭ʑとおંࠎりをいた
ͩきましたシンポジウϜ実ߦҕһձҕһや運営をお手
いいたͩきましたօ༷，また，ଟくのௌऀߨのօ༷
にも͝ڠ力いたͩき，無事終了することができました。
来度もଟくのօ༷にࢀ加いたͩくことをおئいし
て，ここにਂくँײਃし上͛ます。

 




